
J1昇格& J2優勝
湘南ベルマーレ
J1昇格& J2優勝
湘南ベルマーレ
平塚商工会議所は、湘南ベルマーレを応援しています

祝祝

全
国
逸
品
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

一
店
逸
品
運
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
が
各
地
か
ら

集
結
し
、
自
店
の
逸
品
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す

る
「
第
６
回
全
国
逸
品
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
、
平
成

29
年
11
月
２
日
㈭
東
京
八

重
洲
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

平
塚
逸
品
研
究
会
（
会
員

41
店
舗
）
か
ら
選
抜
さ
れ

た
「
御
刃
物
処 

桝
屋
」

と
「
ビ
ス
キ
ュ
イ
テ
リ 

マ
・
コ
ピ
ー
ヌ
」
の
２
店

舗
が
自
慢
の
逸
品
を
出
品
し
ま
し
た
。
参
加
者
に
よ
る
投
票
で
、

「
御
刃
物
処 

桝
屋
」
の
『
手
打
目
立
銅
卸
金
』
が
ノ
ン
フ
ー
ド
部

門
で
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
塚
逸
品
研
究
会
か
ら
の
出
品

御
刃
物
処
　
桝
屋

「
手
打
目
立
銅
卸
金
」
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ス
ペ
イ
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菓
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ポ
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ボ
ロ
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「
御
刃
物
処 

桝
屋
」

　
　
　

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
！

女
性
会
事
業
活
動
表
彰

最
優
秀
賞（
日
本
商
工
会

議
所
会
頭
賞

）受
賞

女
性
会
事
業
活
動
表
彰

最
優
秀
賞（
日
本
商
工
会

議
所
会
頭
賞

）受
賞

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

　

平
塚
商
工
会
議
所　

女
性
会
で
は
、

10
月
６
日
㈮
〜
７
日
㈯
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
「
第
49
回
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
北
海
道
全
国
大
会
」
に
お

い
て
、「
個
と
し
て
光
る
」
女
性
会
事

業
活
動
表
彰　

最
優
秀
賞
（
日
本
商
工

会
議
所
会
頭
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
個
と
し
て
光
り
、
他
の
模

範
と
な
る
よ
う
な
事
業
活
動
を
展
開
し

て
い
る
各
地
女
性
会
を
表
彰
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

当
会
で
は
、
か
ね
て
よ
り
エ
コ
キ
ャ

ッ
プ
回
収
活
動
や
、
市
民
市
バ
ザ
ー
出

店
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
活
動
に
つ
い
て

は
、
当
会
会
員
の
み
な
ら
ず
、
市
内
事

業
者
や
学
校
等
の
協
力
を
得
て
、
平
成

25
〜
28
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
約
10
ｔ

を
回
収
し
、
平
塚
市
へ
車
椅
子
を
合
計

83
台
寄
贈
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
当
会
で
は
各
種
事
業
活
動

を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
所
存

で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日本商工会議所 三村会頭から表彰される佐藤会長

会場全体風景最優秀（日本商工会議所会頭賞）賞状

グランプリを受賞された髙橋さん

P1 女性会事業活動表彰 最優秀賞受賞
P1 全国逸品セレクショングランプリ受賞 
P2 県へ要望活動
P3 優良従業員・永年勤続従業員表彰

式典開催
P4・P5 会議所からのお知らせ
P6 女性会だより・青年部だより
P7 行政からのお知らせ
P8 12月・1月平塚商工会議所カレンダー

12
月
号
の
主
な
内
容

1

December.2017
No.659

平塚商工だより
平塚商工会議所   The Hiratsuka Chamber of Commerce and Industry

平塚商工だより 12月号
URL  http://www.shokonet.or.jp/hiratuka/URL  http://www.shokonet.or.jp/hiratuka/



２

平塚商工だより　第659号　平成29年12月1日（金）

県下14商工会議所より神奈川県知事へ
平成30年度予算・政策を要望

　一社）神奈川県商工会議所連合会（会頭：上野　豊）
において、県下14商工会議所の会頭・専務理事が一堂
に会し、平成29年11月８日㈭神奈川県庁において神奈
川県黒岩知事・中島副知事・楯岡産業労働局長ほか幹
部に対し、平成30年度神奈川県予算・政策に関する要
望書を提出した。
　はじめに上野会頭より次の通り挨拶がされた。我が
国経済は、企業収益の拡大や雇用環境の改善等の持ち
直しの動きの中で、海外の政治状況等の影響を受けな
がらも、穏やかな回復基調が続いているが、深刻化す
る人手不足や消費者の根強い節約志向等の影響で、地
域経済や中小企業の景気回復への足取りが確かなもの
として実感するに至っていない。中小企業を取り巻く
経営環境は、人口減少・高齢化、経済のグローバル化
等の構造変化が大きな影響を及ぼしており、売上減
少・コスト高、人手不足の深刻化や経営層の高齢化、
事業承継等、中小企業が直面する課題は多岐にわたっ
ている。県においては、地域経済の活性化を図るた
め、数々の経済・雇用対策を展開されているが、県経
済のエンジンを回すには、県産業の大宗を占める中小
企業が元気にならなければならない。さらに中小企
業、小規模事業者の経営基盤強化と経営安定化を下支
えする商工会議所活動への支援の一層の強化のため、
ここに特段の配慮・支援をお願いしたい。

　具体的な重点要望として、❶中小企業・小規模企業
等の経営を支援する地域振興事業費補助金の必要額の
安定的・継続的な予算措置等に関する５項目、❷地域
経済活性化のための中小企業支援施策の拡充・強化に
関する16項目、❸中心市街地の商店・商店街の活性化
を推進する支援策の展開に関する２項目、❹地域活性
化を進める観光力強化と東京オリンピック・パラリン
ビック等の開催に合わせた観光施策の積極的展開に関
する２項目、❺産業活動を支える社会基盤等の整備・
充実等に関する６項目、❻その他１項目の合計32件。
個別要望として、横浜６件、川崎４件、相模原４件、
横須賀３件、藤沢６件、小田原箱根11件、厚木８件、
鎌倉２件、茅ヶ崎２件、秦野９件、三浦５件、大和２
件、海老名３件、そして平塚５件の合計70件を要望
し、意見交換がされた。
　新規及び強調要素としては、中小企業・小規模企業
にとって喫緊の課題である「人材確保」と「事業承継」
を中小企業支援施策の中での最優先事項とし、また
「最低賃金」の引き上げが中小企業等の経営に大きな
影響を及ぼしていることに鑑み、県を通じて国等への
働きかけ事項のなかで最重点・優先事項とした。国の
「働き方改革」が中小企業等の実態に即して進められ
るよう、新規の重点要望項目とした。

以上
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永年勤続従業員被表彰者のみなさま永年勤続従業員被表彰者のみなさま

優良従業員被表彰者のみなさま優良従業員被表彰者のみなさま

佐
藤
　
玲
奈
 株
式
会
社 

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

根
岸
　
小
枝
 扶
桑
工
業
株
式
会
社

村
田
　
明
子
 扶
桑
工
業
株
式
会
社

越
光
　
達
英
 関
東
冶
金
工
業
株
式
会
社

沼
田
　
博
行
 関
東
冶
金
工
業
株
式
会
社

宮
田
　
真
美
 株
式
会
社 

玄

佐
藤
　
未
来
 株
式
会
社 

玄

吉
田
　
圭
佑
 株
式
会
社 

玄

阿
久
津
恵
介
 相
模
石
油
株
式
会
社

黒
澤
　
祐
介
 相
模
石
油
株
式
会
社

中
里
　
朋
宏
 相
模
石
油
株
式
会
社

石
塚
　
　
清
 相
模
石
油
株
式
会
社

稲
垣
　
博
司
 相
模
石
油
株
式
会
社

山
岸
　
　
悟
 相
模
石
油
株
式
会
社

佐
久
間
一
徳
 山
陽
瓦
斯
株
式
会
社

松
山
　
幸
太
 大
東
化
学
株
式
会
社 

平
塚
工
場

渡
邊
　
一
博
 株
式
会
社 

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

山
中
　
茂
治
 扶
桑
工
業
株
式
会
社

中
田
　
浩
一
 扶
桑
工
業
株
式
会
社

山
崎
　
浩
二
 扶
桑
工
業
株
式
会
社

石
井
　
功
二
 扶
桑
工
業
株
式
会
社

松
本
　
泰
弘
 扶
桑
工
業
株
式
会
社

（
敬
称
略
）

永
年
勤
続
四
十
五
年　

２
名

石
川
　
英
雄 

相
模
石
油
株
式
会
社

河
原
　
芳
夫 

相
模
石
油
株
式
会
社

永
年
勤
続
三
十
五
年　

６
名 

中
村
　
和
吉 

神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

門
松
　
祐
嗣 

神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

髙
橋
　
　
勉 

神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

樽
田
　
真
嗣 

神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

西
山
　
一
美 

神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

小
泉
　
幸
浩 

株
式
会
社 

足
立
機
械
製
作
所

永
年
勤
続
三
十
年　

５
名 

山
下
　
末
雄 

神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

妹
尾
　
和
茂 

株
式
会
社 

足
立
機
械
製
作
所

柏
木
　
貴
博 

相
模
石
油
株
式
会
社

福
田
　
寿
一 

平
塚
商
工
会
議
所

髙
橋
　
道
之 

小
林
運
輸
株
式
会
社

永
年
勤
続
二
十
五
年　

９
名

馬
場
　
基
之 

株
式
会
社 

神
奈
中
商
事

鶴
田
　
　
淳 

株
式
会
社 

神
奈
中
商
事

太
田
　
隆
久 

株
式
会
社 

神
奈
中
商
事

金
山
　
徳
柱 

川
口
金
属
株
式
会
社

関
根
　
靖
浩 

小
林
運
輸
株
式
会
社

西
郷
　
信
哉 

日
本
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
株
式
会
社

二
宮
　
和
広 

小
林
運
輸
株
式
会
社

佐
草
　
美
夫 

日
本
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
株
式
会
社

清
田
　
利
行 

平
塚
商
工
会
議
所

永
年
勤
続
二
十
年　

12
名

岩
田
　
尚
男 

匠
建
設
株
式
会
社

酒
井
　
淳
一 

匠
建
設
株
式
会
社

伊
藤
　
和
子 

相
模
霊
柩
車
有
限
会
社

山
田
　
裕
子 

株
式
会
社 

長
嶋
商
店

北
島
　
章
教 

小
林
運
輸
株
式
会
社

江
原
　
亜
矢 

株
式
会
社 

タ
ッ
ク

増
田
　
佳
英 

株
式
会
社 

足
立
機
械
製
作
所

荒
井
　
亮
介 

神
奈
中
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

川
田
　
　
勝 

神
奈
中
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

住
舎
　
洋
士 

株
式
会
社 

タ
ッ
ク

佐
野
　
　
裕 

相
模
霊
柩
車
有
限
会
社

三
簾
　
博
之 

小
林
運
輸
株
式
会
社（

敬
称
略
）

永年勤続従業員表彰 被表彰者

優良従業員表彰 被表彰者

永年勤続従業員表彰 被表彰者

優良従業員表彰 被表彰者

優良従業員・永年勤続従業員表彰式典開催優良従業員・永年勤続従業員表彰式典開催
　平成29年11月６日㈪商工会議所三階大ホールに於いて、「平成29年度優良従業員・永年勤続従業員表彰式典」
が開催され、優良従業員22名、永年勤続従業員34名が表彰された。
　この表彰は当商工会議所会員及び特定商工業者の従業員で、優良従業員表彰基準または、永年勤続従業員表彰
基準のいずれかに該当した方を表彰するものである。
　鳥海商工会議所副会頭により開会され、式典では、常盤商工会議所会頭より永年のご労苦に対する労いの挨拶
が述べられた後に表彰に入り、被表彰者の皆さんに、常盤会頭より表彰状が、落合市長より感謝状が、出席者全
員に手渡された。
　落合市長からは、平塚産業発展へのご尽力に対して感謝の言葉が述べられた。
　杉山商工会議所副会頭により閉会された。

表彰基準
⑴ 社会的功績があり、事業所の
名誉となった者

⑵ 事務能率の推進、生産性の向
上又は合理化等の功績のあっ
た者

⑶ 事業上有益な発明、発見、改
良若しくは考案を行い功績の
あった者

⑷ 事業所の災害防止等に対し功績のあった者

⑸ 人物、技能、成績が特に優秀であり、他の従
業員の模範となる者

表彰基準
勤続20年以上（以降5年毎を１区分）の従業員で、勤務成績が優良な者

平成29年度
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いいもん
　ひらつか 魅つけ市
第12回平塚商業まつり
いいもん
　ひらつか 魅つけ市

　市内外の商店や飲食店がお客様に日頃の感謝を込めて、自店の一押しの商品やサービ

スを提供し、買い物の楽しさと面白さを味わってもらう全市を挙げての「第12回平塚商

業まつり いいもんひらつか魅つけ市」が11月5日㈰に平塚市中心街にて開催されました。

　当日は天候にも恵まれ、中心商店街の湘南スターモール、公園通りなどに一店逸品を

そろえた「一坪一押しショップ」が、紅谷パールロードでは地場産のはるみ米やしらす

等の食材使った「グルメロード」が開催され、91の店が一押しの品を披露しました。

　イベントとしては、まちかど広場のステージのほか、今回、新たに３か所のステージ

を設け、各ステージで音楽コンサートなどが実施され会場を盛り上げました。また、会

場内で使用できる「お買物券」が当たる抽選会や協賛企業からの景品がもらえるスタン

プラリーなども行われ、街は終日にぎわいました。 地域振興課

を開催

み

湘南ひらつか 
　去る10月26日㈭から28日㈯の３日間、ひら
つかサン・ライフアリーナにて「湘南ひらつか
テクノフェア2017」を「未来へはばたけ新た
な技術」をテーマに当所の主催により開催いた
しました。このテクノフェアは産学公の連携強
化と業界の枠をこえた情報の発信、収集、交流
を広範囲に展開していただき、技術、製品の販
路拡大、ビジネスチャンスの創出と地域産業の
振興を図ることを目的に実施し、今回が13回
目の開催となりました。
　平塚市内外から出展いただいた91の企業・
団体・学校の優れた技術・サービス等の展示の
ほかに、講演会、さがみロボット産業特区ロボ

テクノフェア2017テクノフェア2017 盛大に開催される
第13回 ビジネスマッチングイベント

ット体験コーナー、ものづくり体験コーナー、ソーラーカーの展示、そ
して今回、新たなイベントとして23の出展者の方に製品・サービスの紹
介や事業内容等の情報発信をしていただく「テクノビジネスプロモーシ
ョン」を実施いたしました。
　今回も皆様のご支援・ご協力のもと「進化」を続けながら盛大に開催
することが出来ました。
　今後も地域のビジネス交流、受発注の促進等が図れるよう関係機関と
連携して産業振興に努めてまいります。　　　　　　　　　　地域振興課

花
巻
商
工
会
議
所

創
立
70
周
年
記
念
式
典
に
出
席

花
巻
商
工
会
議
所

創
立
70
周
年
記
念
式
典
に
出
席

　

表
彰
に
う
つ
り
、
特
別
功
労
者
、
運

営
功
労
者
、
会
員
事
業
所
、
そ
し
て
創

業
１
０
０
年
以
上
事
業
所
に
感
謝
状

が
、
こ
の
道
50
年
功
労
者
、
地
域
貢
献

企
業
、
優
秀
モ
デ
ル
企
業
、
永
年
勤
続

職
員
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
相
樂
東
北
経
済
産
業
局
長
、

達
増
岩
手
県
知
事
、
三
村
日
本
商
工
会

議
所
会
頭
、
上
田
花
巻
市
長
よ
り
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。
佐
藤
花
巻
商
工
会
議

所
副
会
頭
に
よ
り
閉
会
さ
れ
た
。

　

第
二
部
と
し
て
「
日
本
の
未
来
と
花

巻
」
と
題
し
、
財
務
省
理
財
局
国
有
財

産
企
画
課
長
の
井
口
裕
之
氏
に
よ
る
記

念
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
グ
ラ
ン
シ
ェ

ー
ル
花
巻
に
会
場
を
移
し
、
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
、
千
葉
岩
手
県
副
知
事
、
谷

村
岩
手
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長
の

祝
辞
の
後
、
常
盤
平
塚
商
工
会
議
所
会

頭
も
加
わ
り
、
鏡
開
き
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
祝
宴
の
後
、
万
歳
三
唱
に
よ
り
会

を
閉
じ
た
。

以
上

　

平
成
29
年
10
月
18
日
㈬
14
時
よ
り
花

巻
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

花
巻
商
工
会
議
所
の
創
立
70
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
、
花
巻
市
と
姉
妹
都

市
で
あ
る
平
塚
の
商
工
会
議
所
と
し
て

常
盤
会
頭
が
招
待
さ
れ
た
。

　

花
巻
商
工
会
議
所
70
年
の
歩
み
が
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
、
髙
橋
花
巻
商
工

会
議
所
副
会
頭
・
実
行
委
員
長
に
よ
り

式
典
が
開
会
さ
れ
た
。
国
歌
斉
唱
・
物

故
者
黙
祷
に
続
き
、
来
賓
の
紹
介
が
さ

れ
、
宮
澤
花
巻
商
工
会
議
所
会
頭
よ
り

式
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

花
巻
商
工
会
議
所
は
、
昭
和
22
年
９

月
10
日
に
設
立
さ
れ
、
終
戦
直
後
に
企

業
誘
致
や
街
づ
く
り
な
ど
復
興
に
取
り

組
ん
だ
。
昭
和
50
年
代
に
は
産
業
の
重

要
基
盤
で
あ
る
高
速
交
通
機
能
の
整
備

に
取
り
組
み
、
花
巻
空
港
の
ジ
ェ
ッ
ト

化
や
新
幹
線
新
花
巻
駅
の
設
置
、
花
巻

南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
等
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
平
成
５
年
に

は
会
頭
に
就
任
し
、
花
巻
空
港
の
滑
走

路
延
長
な
ど
利
用
促
進
を
図
り
、「
ス

カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４
」
や
海
外
チ

ャ
ー
タ
ー
便
等
の
記
念
事
業
を
実
施
し

た
。
以
降
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
事

業
や
地
域
商
品
券
の
発
行
な
ど
地
域
の

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
18
年
１
月
に
は
広
域
行
政
合
併
を
受

け
て
、
平
成
20
年
４
月
よ
り
大
迫
、
石

鳥
谷
町
、
東
和
の
３
商
工
会
と
合
併
し
、

新
生
花
巻
商
工
会
議
所
が
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
。
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去
る
10
月
12
日
㈭
、
平
塚
商
工
会
議

所
に
て
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
㈱
イ
ン
フ
ォ
ク
リ
エ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
代
表
取
締
役
の
新
木
啓
弘
氏
を

お
招
き
し
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
で…

潜
在

顧
客
を
掘
り
起
こ
せ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

当
日
は
31
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

単
に
情
報
発
信
を
す
る
の
で
は
な

く
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と

か
ら
、
経
営
課
題
を
抽
出
し
て
、ｗ
ｅ

ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
運
用
目
的
・
目
標

を
明
確
に
し
た
上
で
情
報
発
信
を
す
る

こ
と
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
上

で
の
注
意
点
に
つ
い
て
講
師
よ
り
事
例

を
交
え
た
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
効
果
的

に
活
用
し
て
情
報
発
信
を
す
る
こ
と

が
、
人
脈
構
築
や
販
売
促
進
に
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

今
後
の
事
業
活
動
に
い
か
し
て
い
き
た

い
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

【
担
当
】
経
営
支
援
課 

22-

２
５
１
１

開
催
報
告

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
で…

潜
在
顧
客
を
掘
り
起
こ
せ
！
」

セ
ミ
ナ
ー
開
催

中小企業倒産防止共済制度 経営セーフティ共済のご案内
経営セーフティ共済は、取引先事業者の倒産の影響を受けて、中小企業が連鎖倒産や経営難に陥ることを防止するための共済制度です。
■加入資格
１年以上継続して事業を行っている中小企業者で条件に該当する方
です。

■制度の特色
❶掛金は税法上、法人の場合は損金、個人の場合は必要経費に算入
できます。

❷解約はいつでも可能です。（12か月未満は掛捨てです。また、40
ヶ月未満は解約手当金の額が異なります。）

❸もし、取引先が倒産した場合、掛金の積立金の10倍の範囲内（最
高8,000万円）で被害額相当の貸付が受けられます。

❹共済金の借入条件は無担保、無保証人です。（最初の６か月は据え
置き）元金均等返済。ただし、共済金の1/10に相当する額は、掛

金総額から控除され、他の加入者が利用する貸付金の原資として
充てられます。

❺取引先事業者に倒産が生じていなくても、急に資金が必要となっ
た場合、解約手当金の範囲内で貸付けが受けられる「一時貸付金」
の制度があります。

■掛金
掛金月額は、５千円～20万円までの範囲（5,000円刻み）で自由に
選べ、掛金総額800万円になるまで積み立てられます。

【お問合せ先】
平塚商工会議所 経営支援課　℡0463-22-2511
（独）中小企業基盤整備機構　℡050-5541-7171

（共済相談室）

検索小規模企業共済

検索経営セーフティ共済

小規模企業の経営者のための退職金制度 小規模企業共済制度のご案内
小規模企業共済制度は、個人事業主（共同経営者含む）または会社などの役員の方が事業をやめられたり退職されたりした
場合に、生活の安定や事業の再建を図るための資金をあらかじめ準備しておくための公的な共済制度です。
■加入資格
常時使用する従業員の数が20名以下（商業、サービス業は5名
以下）の個人事業主や共同経営者、会社等の役員の方が対象で
す。

■制度の特色
❶掛金は全額が課税対象所得から控除となり節税効果がありま
す。例えば、毎月3万円の掛金（年間36万円）で、課税対
象所得400万円の方ならば約11万円の節税になります。

❷共済金は「退職所得扱い」または「公的年金等の雑所得扱い」
となり、税制面でも優遇されています。

❸一定の資格を有する方は、納付した掛金の範囲内で事業資金
等の貸付制度を利用できます。

■掛金
掛金月額は１千円～７万円までの範囲（500円単位）で自由に
設定できます。加入後も掛金月額は増額・減額できます。

【お問合せ先】
平塚商工会議所 経営支援課  ℡ 0463-22-2511
（独）中小企業基盤整備機構  ℡ 050-5541-7171

（共済相談室）
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平
塚
商
工
会
青
年
部
は
去
る
10
月

18
日
㈬
に
ト
ッ
ケ
イ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
平
塚
総
合
体
育
館
内
第
一
武
道
場

に
て
10
月
定
例
会
「Let`s

ピ
ラ
テ

ィ
ス
〜
内
面
か
ら
美
し
く
な
り
ま
し

ょ
う
〜
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
参
加
人
数
の
多
さ
に
、
忙

し
い
日
々
の
中
つ
い
つ
い
先
送
り
、

後
回
し
に
し
が
ち
な
自
分
の
身
体
の

こ
と
を
気
に
か
け
て
い
る
方
が
多
い

こ
と
、
ま
た
会
員
の
皆
様
の
健
康
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
る
一
日

と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
楽
し
く

学
び
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

今
回
、
会
場
と
し
て
青
年
部
で
は
初

め
て
武
道
場
を
利
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
は
、
通
常
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
を
使
用
し
ま
す
が
、
畳
敷
き
の
武
道

場
を
利
用
し
た
こ
と
に
よ
り
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
無
し
で
も
安
心
し
て
活
動
が
で
き
参

加
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
先
崎
か
す
み
氏
（
Ｓ

Ｋ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
）
を
講
師
と
し
て
お
呼

び
し
て
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
基
礎
知
識
や

呼
吸
法
等
を
全
員
で
学
び
、
実
際
に
ピ

な
る
と
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
辛
そ
う

な
声
が
漏
れ
聞
こ
え
た
り
、
畳
に
寝
転

ん
で
し
ま
っ
た
り
と
、
や
は
り
日
頃
の

運
動
不
足
を
垣
間
見
る
シ
ー
ン
も
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
形
に
ボ
ー
ル
を

取
り
入
れ
た
委
員
会
対
抗
戦
を
行
い
ま

し
た
。

　

勝
負
ご
と
に
な
る
と
よ
り
一
層
会
場

全
体
が
盛
り
上
が
り
、
会
員
同
士
の
交

流
も
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
取

り
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ブ
レ

な
い
体
幹
（
コ
ア
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
事
は
日
常
生
活
に

も
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
と
て
も
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
事
、
ま
た
適
度
な
運

ラ
テ
ィ
ス
の
形
や
姿
勢
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

運
動
経
験
な
ど
問
わ
ず
人
気
の
ピ
ラ

テ
ィ
ス
で
す
が
、
少
し
キ
ツ
イ
体
勢
に

動
や
肉
体
的
な
面
だ
け
で
な
く
精
神

的
に
も
ス
ト
レ
ス
解
消
や
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
、
安
眠
、
快
眠
に
も
繋
が
る

こ
と
な
ど
、
準
備
を
し
て
い
く
中
で

私
自
身
も
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
沢
山
の
出
会
い
の
中
で
、

よ
り
多
く
を
学
び
経
験
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

会
員
交
流
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
沢

山
の
協
力
を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
致

し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
忙
し
い
中
多
数
の
ご
参
加
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
健
康
第
一
、
身
体
が

資
本
」
と
い
う
事
を
再
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
交
流
委
員
会　

相
原
玲
児

　

去
る
10
月
６
日
〜
７
日
全
国
か
ら

４
１
６
女
性
会
の
う
ち
、
３
１
８
女

性
会
総
勢
２
７
０
２
名
（
当
会
か
ら

は
６
名
参
加
）
が
集
結
し
て
「
恵
の

大
地　

北
海
道
へ
よ
う
こ
そ　

つ
な

げ
よ
う　

広
げ
よ
う　

こ
こ
ろ
の

輪
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
中
で
表
彰
授
賞
式
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
今
年
は
特
別
功
労
者
に

前
会
長　

嘉
山
公
子
さ
ん
が
、
又
女

性
会
事
業
表
彰
（
日
本
商
工
会
議
所
会

頭
賞
）
最
優
秀
賞
に
当
会
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

４
年
間
で
10
ｔ
に
迫
る
膨
大
な
量
の

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
を
実
現
し
、
大
き

ま
し
た
。

　

市
内
の
道
路
・
鉄
道
網
の
整
備
か
ら

未
来
都
市
の
構
造
等
、
将
来
の
平
塚
市

を
大
局
的
に
見
て
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
土
地
利
用
の
活
用
。
い
か
す
・
つ

な
ぐ
・
つ
か
う　

を
基
本
と
し
て
観
光

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
で
あ
る
昼
間
人
口
を

ど
の
よ
う
に
増
加
さ
せ
る
か
。
歩
き
た

な
社
会
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
事
、
事

業
の
見
え
る
化
に
よ
る
女
性
会
活
動
へ

の
理
解
深
化
等
に
よ
り
、
事
業
実
施
前

は
49
名
だ
っ
た
会
員
数
が
１
３
６
名
に

増
加
し
て
い
る
点
は
高
く
評
価
で
き

る
。
社
会
貢
献
と
い
う
事
業
目
的
の
明

確
化
と
成
果
の
見
え
る
化
の
相
乗
効
果

に
よ
り
、
平
塚
女
性
会
の
会
員
増
強
と

活
動
の
活
性
化
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上

が
図
ら
れ
て
い
る
。
以
上
が
選
考
理
由

で
し
た
。

　

今
年
は
特
別
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

監
事　

櫻
田
慶
子

　

10
月
17
日
㈫
「
平
塚
市
中
心
街
の
活

性
化
に
つ
い
て
」
平
塚
市
都
市
整
備
部

長　

小
山
田
良
弘
様
よ
り
お
話
を
頂
き

く
な
る
街
づ
く
り
に
は
、
緑
を
置
く
・

手
書
き
看
板
・
ベ
ン
チ
が
三
種
の
神

器
で
、
さ
ら
な
る
活
性
化
を
計
る
た

め
に
、
商
工
会
・
行
政
・
事
業
者
・
市

民
と
の
〝
協
働
〞
が
大
切
で
あ
る
こ

と
等
、
具
体
的
な
例
に
基
づ
き
分
か

り
や
す
く
話
さ
れ
、
参
加
者
に
平
塚

市
の
将
来
に
対
し
て
の
夢
と
希
望
を

与
え
て
下
さ
り
、
質
疑
応
答
で
も
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
て
大
変
盛
り
上
が
っ

た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

副
会
長　

松
永
正
子

◆
新
年
会

　

日
時　

平
成
30
年
１
月
12
日
㈮

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

日
時　

３
月
３
日
㈯

【
担
当
】
経
営
支
援
課
22―

２
５
１
４

青

年

部

だ

よ

り

女

性

会

だ

よ

り

10
月
定
例
会
開
催

第
49
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

北
海
道
全
国
大
会

「
個
と
し
て
光
る
」

　 

最
優
秀
賞
　
受
賞

  

今
後
の
行
事
予
定

青

年

部

だ

よ

り

セ
ミ
ナ
ー
開
催



Planning
&

Design

７

平塚商工だより　第659号　平成29年12月1日（金）

「SNS“映え”するお店のつくり方」「SNS“映え”するお店のつくり方」平成29年度商業経営セミナー

　お客様が思わず“写真を撮りたい！”と喚起するシカ
ケに取組んでいますか？
　消費者の購買動機や行動がSNSの普及などで大きく変
化しています。
　写真を媒体にして投稿サイトで情報を共有拡散するこ
とで、商品がヒットするなど今まで知らなったお店や店
主が紹介され、売上高を大きく伸ばしていく事例も多く
見られるようになりました。
　では、どんなシカケをすればいいのでしょう。リアル
店舗（実店舗）ならではの視点で解説していき、取組み
方法をアドバイスします。

講座内容
⒈SNS映えするお店とは
⒉フォトジェニック(※写真を撮りたくなるシーン
や場所)なシカケつくり
⒊取組み方のポイント

開催日時　平成30年1月23日㈫ 
１部 14：30～16：30　２部 19：00～21：00

参加資格　市内事業所で商業に従事している方
会　　場　平塚商工会議所 会議室
講　　師　ROKOPLANNING店舗プロデューサー

野村ヒロ子氏
募集期間　平成29年12月15日～平成30年1月12日まで
定　　員　各部とも20人程度（募集人数多数の場合は抽選）
受　講　料　1,000円（資料代として）
主　　催　平塚市・平塚商工会議所・平塚市商店街連合会　

※お申し込み方法は、下記にお電話でお申し込み下さい。
平塚市役所商業観光課　0463-35-8107
平塚商工会議所経営支援課　0463-22-2511
平塚市商店街連合会　0463-21-1090

休眠会社・休眠一般法人の整理作業について
横浜地方法務局法人登記部門

１休眠会社・休眠一般法人の整理作業について
　「最後の登記から12年を経過している株式会社」「最後の登記
から５年を経過している一般社団法人・一般財団法人」を休眠
会社・休眠一般法人といいます。
　平成29年10月12日㈭の時点で，該当する会社・法人は，平成
29年12月12日㈫までに「まだ事業を廃止していない」旨の届出
又は、登記（役員変更等の登記）の申請をしない限り，解散し
たものとみなされ，登記官が職権で解散の登記をすることにな
ります。（解散の登記がされた後は，印鑑証明書や代表者事項
証明書を取得することができなくなります。）

２ 「まだ事業を廃止していない」旨の届出について
　休眠会社及び休眠一般法人には，平成29年10月12日㈭から，
順次，登記されている本店又は主たる事務所宛て通知書を発送
します。まだ事業を廃止していない休眠会社又は休眠一般法人

は，平成29年12月12日㈫までに「まだ事業を廃止していない」旨
の届出をする必要がありますので，通知書に所定の事項を記載
し，横浜地方法務局法人登記部門（横浜市・川崎市内の会社等）
ないし横浜地方法務局湘南支局（上記外の市町村内の会社等）
に郵送又は持参してください。
　なお，代理人によって届出をするときは，委任状を添付して
ください。
※不備があると，適式な届出として認められないことがありますので，正　
確に記載する必要があります。

※休眠会社・休眠一般法人の整理作業についての詳しいご案内は，下記の　
ページに掲載されています。

法務省ホームページ
http://www.moj.go.jp/MINJI/minji06_00082.html

※照会先
横浜地方法務局法人登記部門 TEL 045-641-7956
横浜地方法務局湘南支局登記部門 TEL 0466-35-4620



平塚商工会議所　中小企業相談所

●契約上の留意点・取引上のトラブル ●事業に係る法的な相談  等
●事業計画書の作成方法について ●開業資金の借入方法について
●各種創業支援策について  等
●帳簿のつけ方や申告の方法 ●事業に係る相続の問題
●株式会社等を設立するには ?  等

●事業資金に関する相談  等

●新製品やアイデアの特許をとるには？  等
●新たな販路開拓について  等
●事業プランを見てもらいたい ●資金の運用面や企業の体質を改善するには？
●人事・労務管理等のアドバイスが欲しい  等
●生産管理や製造・技術等について  等

ご相談（★）は予約制となっておりますので、事前に下記までお申込み下さい。なお、相談料については無料です！ 
平塚商工会議所 経営支援課  TEL.0463－22－2511／ FAX.0463－24－0079  ※相談時間枠を超える相談及び業務を直接依頼される場合は別途費用が掛かります。

相談内容（例）相談日相談事項
★12月4日㈪・18日㈪　★1月15日㈪　 ※相談時間３０分法 律 相 談

創 業 相 談

税 務 相 談

金 融 相 談

特 許 相 談

経営・労務相談
製造・技術相談

★12月7日㈭・14日㈭・21日㈭・28日㈭ ※相談時間３０分★1月4日㈭・11日㈭・18日㈭・25日㈭ 
★12月6日㈬　★1月10日㈬ ※相談時間３０分

巡回あっせん相談 ★12月20日㈬　★1月17日㈬ ※相談時間３０分

★随時開催 ※相談時間３０分程度

★随時開催 ※相談時間３０分程度

★12月7日㈭・21日㈭
★1月11日㈭・18日㈭ ※相談時間１時間３０分

★12月8日㈮　★1月12日㈮ ※相談時間３０分

12月12 専門家による定期相談のお知らせ１１月

ご利用方法

1212月 平塚商工会議所カレンダー
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●第12回湘南国際マラソン

●ひらしん創業応援交流会

●YEGベルマーレカップ2017第28回小学生駅伝競走大会（平塚競技場）

●第58回平塚市菊花コンクール表彰式（平塚八幡宮）

●第42回ビジネス実務法務検定試験

●平塚商工会議所商業振興委員会　　●平塚商工会議所青年部役員会
●平塚逸品研究会役員会

●12月定例常議員会

●平塚逸品研究会

●（一社）神奈川県商工会議所連合会専務理事会議
●湘南地域異業種グループ連絡会役員会
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平塚商工会議所カレンダー
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●年末調整事務指導会

●年末調整事務指導会

●平塚商工会議所女性会新年会

●平塚商工会議所新年賀詞交歓会（ラスカホール）
●年末調整事務指導会　　●平塚商工会議所青年部役員会
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●平成29年度商業経営セミナー
●（一社）神奈川県商工会議所連合会専務理事会議

●平塚商工会議所女性会役員会

●平塚逸品研究会

●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場）

１１月

●平塚商工会議所仕事始め

●平塚商工会議所青年部三役会

●ラスカチャリティコンサートNo.132（ラスカ平塚）

●第23回環境社会検定試験

●定例商工懇話会

●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場）

●平塚商工会議所仕事納め

天皇誕生日

元日

成人の日
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